
　

静岡県総合健康センター

すこやかセンター
だより�

「胃がん患者食事支援事業」を開催しました
　静岡県総合健康センターは、日本大学短期大学部と静岡がんセンターと連携し、
がん患者さんの食事に関するさまざまな悩みや負担を少しでも和らげることがで
きるように、在宅患者さんの食事の調理内容や量、食べ方などを支援する目的で
「胃がん患者食事支援事業」を実施しました。
　平成23年11月27日（日）、静岡県総合健康センターを会場に、胃がん手術後の
患者とその家族19人と関係機関職員22人の41人が参加し、調理は日本大学短期大
学部吉田教授の指導のもと学生の皆さんが担当しました。
（開催内容）

　参加者から「大変参考になった」「地域において開催してほしい」との意見が
寄せられ、スタッフミーティングでは「退院後のアプローチの必要性がわかった」
「患者さんは退院後が大変であることがわかった」などの意見があり、このよう
な支援事業の必要性を感じました。

　当協会と静岡県学校保健会が共催する第37回学校保健セミナー
を去る９月９日ホテルセンチュリー静岡　４Ｆクリスタルルーム
において開催しました。
　講師には、浜松医療センター救命救急センター副センター長・
救急課長の加藤俊哉先生を迎え、かねてからより多くの養護の先
生方から要望が出ていた「学校における救急対応法」について「先
生！大変です！すぐ来てください！～養護教諭向け学校救急対応

法～」と題して講演を行いました。
　今回は、「学校における救急対応法」がいかに重要で養護教諭の関心の高さを示す
かの如く参加申し込みが止まらず、当初予定していた会場の定員を大幅に上回り、３
日前に急遽会場を変更し行われました。当日は、県内各地の学校から会場一杯に258
名の皆さんが参加され、二時間にわたる講演を熱心に聴かれました。
　「救急車を呼ぶべきか？そのまま様子を見るべきか？」緊急時の対応は、養護教諭
にとって非常に判断に困る事も実際の医療現場で起きた事例をたくさんのユーモアを
交えての講演は、先生方には、大変参考
になったと思われ、その中で「Ａ（気道）、
Ｂ（呼吸）、Ｃ(循環)、Ｄ（意識）、Ｅ（環境）、
そしてＦ（家族対応）に要注意」、「どんな
事でも軽視せずアンダートリアージを防ぐ
為にオーバートリアージを」など…の講演
に、聴講した養護教諭には今後の適切な救
急対応及び処置において大いに役に立つこ
とができたと思われました。

―第37回学校保健セミナーを開催　258名が参加―

「先生！大変です！すぐ来てください！
� ～養護教諭向け学校救急対応法～」
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時　間 内　　　容
10：30～10：35 開会・あいさつ（静岡県総合健康センター所長）

10：35～11：40

講話　「胃術後を上手に乗りきろう！」
講師　静岡県立静岡がんセンター管理栄養士　稲野利美
　胃の手術方式とその後の様々な症状への対応方法や調理方
法及び食べる量、栄養補助食品の活用方法など

11：50～13：10

会食と患者交流
調理された料理をバイキング方式で患者さん自身がチョイス
し、選択した食事について参加者のカロリーとバランスにつ
いて管理栄養士が個別に助言をしました。
あわせて、食事をしながら患者とその家族、スタッフ等と交
流を図りました。

13：10～14：00 スタッフミーティング

【バイキングで提供した献立】
ご飯、お粥、ロールパン、フレンチトースト
豚肉のしゃぶしゃぶ、豚肉の生姜焼き
鮭の塩焼き、鮭のチーズ焼き
茶碗蒸し、野菜サラダ、ブロッコリーのお浸し
なます、煮物（おでん風）、ヨーグルト
生フルーツ（りんご、キウイフルーツ）
焼きりんご
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